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研究成果の概要（和文）：本研究は、空間移動時の歩行者を対象として、視覚刺激が記憶の歪曲に影響を及ぼす
Paramnesia効果が発現することを室内実験に基づき検証した。具体的には、視覚刺激の対象を歴史的建造物に絞
った上で、記憶情報の類似性を高めるように誘導する記憶の統合に着目し、第1に、意匠的特徴が異なる歴史的
建築物について記憶の統合を実施しない場合は、特定の歴史的建築物の想起が抑制する検索誘導性忘却が生じ
る、第2に、記憶の統合を実施する場合は、当該建築物の想起が促進する検索誘導性促進が生じるとの仮説を措
定し、同仮説を検索誘導性パラダイムに基づき検証した。実験の結果、2つの仮説を支持する結果が得られた。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the effect of memory integration on the recognition 
of historical buildings based on laboratory experiments. Previous research has supported that 
remembering causes forgetting of other information in memory; this memory phenomenon is called 
retrieval-induced forgetting, and retrieval-induced forgetting is improved by memory integration 
that considers similarities of information; this phenomenon is called retrieval-induced 
facilitation. This study aims to demonstrate that non-integration of historical architectural memory
 causes retrieval-induced forgetting resulting in forgetting of historical buildings and that 
integrating historical architectural memory causes retrieval-induced facilitation resulting in 
improving building forgetting by retrieval-practiced paradigm. The results of the experiment 
supported two hypotheses.

研究分野：景観工学

キーワード： Paramnesia効果　検索誘導性忘却　検索誘導性促進　統合　歴史的建築物

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果を踏まえると、時代性等によって意匠的特徴が異なる歴史的建築物が現存する地域は、例えば、そ
の地域を象徴する時代における歴史的建築物の建築意匠上の特徴と、他の時代の歴史的建築物の特徴に関して類
似点を見出すコミュニケーション施策によって両者の記憶情報の統合を図ることで、両建築物の記憶の想起を促
進するものと期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１.研究開始当初の背景 
 時として現実空間と我々の認知との間に齟齬を生じさせる認知バイアスは、無意識のうちに
形成されるとの特性を有する。なかでも記憶に関するバイアスは、「思い出補正」との慣用句が
あることからも、生活に根ざしたものだと言える。 
 記憶に関するバイアスは、Paramnesia 効果により発現する。我々が出来事を想起できるのは、
記憶した情報へのアクセスが可能になるためである。刺激により記憶した情報へのアクセスが
活性化状態となると想起が促進すると説明され、したがって Paramnesia 効果は記憶した情報
へのアクセスを強く惹起させる刺激により、記憶した情報へのアクセスに加え、記憶した情報と
類似した情報に対して誤ってアクセスが実行されるが故に生じると理解される。一般に入力刺
激は視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚の各器官を通じて獲得されるが、その 8 割は視覚刺激である
とされ、Paramnesia 効果は入力刺激の大勢を占める視覚刺激を対象に研究が蓄積されてきた。
例えば、実験参加者に系列的に提示する建築物画像の記憶を要請する際、和風成分の乖離が大き
い建築物画像を提示した場合、虚偽記憶を想起することが明らかにされている。これは、視覚刺
激とした建築物画像の印象の展開により、記憶した建築物の情報に対するアクセスが活性化さ
れ、記憶した建築物画像の情報に加え、類似した建築物の情報に対しても誤ってアクセスが実行
された結果、虚偽記憶が生じたと説明され、これより Paramnesia 効果を生じさせることで印象
的な空間移動体験を演出できる可能性がある。 
 ただし、提案した枠組みでは、移動時のどのような視覚刺激の展開により Paramnesia 効果が
生じるか定かではない。空間移動時における視覚刺激の展開は多彩である。歩行者の移動時の体
験の改善を図るために、空間移動時に Paramnesia 効果を発現させる視覚刺激を把握すること
は極めて重要である。 
 
２.研究の目的 
 本研究では、視覚刺激による想起に対象を絞った上で、歩行者の空間移動時に Paramnesia 効
果が発現することを実証的に示す。具体的には、Paramnesia 効果のひとつとして、記憶した情
報へのアクセスによって想起を抑制させる検索誘導性忘却及び、その抑制を緩和することで想
起を促進する検索誘導性促進を取り上げ、視覚刺激の対象を歴史的建築物とする。記憶した情報
の類似性を高めるように誘導する記憶の統合を検索誘導性忘却及び検索誘導性促進の影響要因
と捉え、第 1 に、建築物の意匠的特徴が異なる歴史的建築物群に対して、記憶の統合を実施しな
い場合は、歴史的建築物の想起が抑制する検索誘導性忘却が生じる、第 2 に、記憶の統合を実施
する場合は、当該建築物の想起が促進する検索誘導性促進が生じるとの仮説を措定し、同仮説を
検索経験パラダイムに基づき検証した。 
 
３.研究の方法 
 本研究における検索経験パラダイムは学習段階、統合段階、検索段階、再認段階により構成し
た。実験の流れを図-1 に示す。まず学習段階では、歴史的建築物として、実験参加者に和風建
築要素 70%以上を含む和風建築画像、和風建築要素、洋風建築要素ともに 35%-55%含む和洋折衷
建築画像、両要素を含まない一般建築画像を提示し、これらの建築画像を記憶するように要請し
た。 
 次に統合段階では、学習段階で記憶するように要請した和風建築画像と和洋折衷建築画像を
一対にして提示し、2つの建築画像の類似性の回答を要請する類似性判断課題を課した。このと
き、和風建築画像と和洋折衷建築画像の統合を試
みるために、上記類似性判断課題を実施する条件
を統合有り条件、類似性判断課題を実施しない条
件を統合無し条件と呼称した 2 つの条件を設定し
た。 
 続いて、検索段階では、学習段階で記憶するよ
うに要請した和風建築画像と学習段階で提示しな
かった和風建築画像を一対にして提示し、2 つの
和風建築画像のうち学習段階にて学習した建築画
像は左右どちらの画像であるかについて回答を要
請した。 
 最後に再認段階では、学習段階で提示した建築
画像を提示し、当該建築画像を学習したか否かに
ついて回答を要請し、統合有り条件と統合無し条
件における各建築画像に対する再認率を比較する
ことで、想起に対する学習項目の統合に関する影
響を検証した。 

図-1 統合有り条件の実験手順 



 

 

表-1 統合無し条件及び統合有り条件の再認率 

  統合無し条件（N＝30 名）   統合有り条件(N=30 名) 

  
一般建築 

画像 

和風建築 

画像 

和洋折衷

建築画像 
  

一般建築 

画像 

和風建築 

画像 

和洋折衷建築

画像 

再認率(%) 67.9 84.4 62.0  65.0 84.2 70.4 

標準偏差(%) 17.4 8.46 13.0  17.0 11.3 13.1 

正答数(個) 611 380 279  585 379 317 

提示数(個) 900 450 450   900 450 450 

 
 もし和風建築画像の検索により和洋折衷建築画像の検索が抑制されるのであれば、統合無し
条件において和洋折衷建築画像の再認率が一般建築画像の再認率より低くなる検索誘導性忘却
が生じることが予想された。一方で、もしこうした和洋折衷建築画像に対する検索誘導性忘却が
統合により緩和されるのであれば、統合有り条件において和洋折衷建築物の再認率が一般建築
物の再認率より高くなる検索誘導性促進が生じることが予想された。 
 
４.研究成果 
 本研究では、各実験参加者の各正答数を各提示数で除した値を算出し、これを再認率とした。
表-1に示す通り、統合無し条件における一般建築画像の再認率は 67.9%、和風建築画像の再認率
は 84.4%、和洋折衷建築画像は 62.0%であり、統合有り条件における一般建築画像の再認率は
65.0%、和風建築画像の再認率は 84.2%、和洋折衷建築画像は 70.4%であった。各再認率の差を検
定したところ、統合無し条件において、和洋折衷建築画像の再認率は一般建築画像の再認率に比
べて低いことが示された。これは和洋折衷建築画像と同じ歴史的建築物カテゴリに属する和風
建築画像を検索段階において再認課題を行ったことで、和洋折衷建築画像の活性化が抑制され、
思い出しにくくなった結果、同カテゴリに属さず活性化が抑制されない一般建築画像の再認率
よりも低くなったと解釈できる。すなわち、記憶の統合がない場合、検索誘導性忘却の発現が確
認された。さらに、統合有り条件において、和洋折衷建築画像の再認率は一般建築画像の再認率
に比べて高いことが示された。これは和洋折衷建築画像と和風建築画像の記憶の統合を行った
ため、同じ歴史的建築物カテゴリに属する和風建築画像を検索段階において再認課題を行った
ことで、和洋折衷建築画像に対しても活性化され、思い出しやすくなった結果、一般建築画像の
再認率よりも高くなったと解釈できる。すなわち、記憶の統合がある場合、忘却緩和効果である
検索誘導性促進の発現が確認された。 
 地域に残された歴史的資源を積極的に保全及び活用する歴史まちづくりが全国各地で進めら
れる中、複数の時代におけるその時代を象徴する歴史建築物が現存する地域では、特定の時代に
照準を合わせてその時代の建築物を保存及び活用した取り組みが展開される場合がある。本研
究の結果を踏まえれば、こうした場合に対策を行わなければ、時代設定にそぐわない歴史的な建
築物は、現存していたとしても来街者に検索誘導性忘却を生じさせ、思い出すことが困難になる
可能性があることを示している。地域に現存する歴史的建築物はいずれも地域を支えてきた歴
史遺産であり、その意匠的特徴は、地域が育んできた通底する思想や技術に基づき建設されてお
り、類似性が高い。そのため、複数の時代の歴史的建築物が現存する地域においては、その地域
を象徴する時代における歴史的建築物の建築意匠上の特徴と、他の時代の歴史的建築物の特徴
に関して類似点を見出すコミュニケーション施策を実施することで、検索誘導性促進を促し、両
建築物の記憶を思い出すことに繋がるものと期待される。 
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